
遊具付公園の進捗状況について ／ 伊禮議員 

9月定例会でも質問させていただきました『遊具付公園の進捗状況について』です。

前回の課長の答弁では、公園建設検討委員会については「行政のほうで、ある程度

の公園イメージ図ができ次第、検討委員会を立ち上げたい」とのことでした。「遊具

についても、これから見積書をとって検討する」とのことでした。公園建設につい

ては確かに時間のかかることですので、ある程度のイメージ図ができてから委員会

に諮
はか

っていきたいとのお考えは、理解できます。しかし、遊具についてはやはり利

用者側の意見を盛り込んだ上で、見積書を取るべきだと考えますが、いかがでしょ

うか。 

 インクルーシブ公園をご存じでしょうか。分かる方もいらっしゃるかと思うんで

すけれども、障がいを問わずに誰もが一緒に遊び、成長できる公園の取り組みです。

日本でも5年ほど前から取り組まれているようですけれども、そのインクルーシブ

公園がさまざまなかたちで広まりつつあります。先だって、ニュースでも取り上げ

ておりました。また、ユニバーサルデザイン、これもよくご存じだとは思います。

最近よく耳にする言葉なんですけれども、設計の段階から、障がいの有無、年齢、

性別などの違いを超えて、全ての人が暮らしやすいように町づくり、物づくり、環

境づくりなどを行っていこうとする考え方です。 

近年、このユニバーサルデザインがあらゆる場で推奨されています。そこで、遊

具についてもこのユニバーサルデザインの観点から、ブランコ等は障がい児でも利

用できるように、目が不自由な方のために点字ブロック、ベビーカー、車イスでも

入りやすくするなど安全面への配慮が行き届いた公園をイメージしていきたいと思



いますが、いかがでしょうか。 

■議長（金城信光） 答弁、建設課長。 

■国吉善希建設課長 現在の状況について、お答えします。公園の整備につきまし

ては、11月4日にイメージ案の作成を終えまして、11月25日に福祉保健課、教育委員

会と調整会議を行いまして、整備の概要、目的、整備予定遊具・器具等について、

現地を確認しながら話し合い、情報共有をしております。 

 その中での意見としまして、整備イメージを修正した後に、12月4日付けで令和8

年度からの新規事業としての計画書を提出しております。伊禮議員がおっしゃって

おります、障がいを問わず誰もが利用できるようなハーネス付きのブランコですと

か、車イスでも利用できるシーソーなどをイメージ案としてもっております。 

 去る9月定例会におきましてご報告申し上げたとおり、関係各課と検討してイメ

ージの作成を行いました。それを基に事業計画を提出しております。限りある財源

の中で、できるだけご要望にお応えできるように、当初年度で対象となる世代など

にヒアリングを行いながら、安全面に配慮した設計を行っていきたいと考えており

ます。以上となります。 

■議長（金城信光） 伊禮議員。 

■3番 伊禮敬子議員 ありがとうございます。村長は、この島に「日本一の自治体

モデル」を掲げて進んでいらっしゃると思います。本当にこれは素晴らしいことだ

と思います。それでは、日本一の自治体をどうやって目指していくのかだと思うん

です。私は、こういった生活の身近なところから始めていただきたいと思っていま

す。 



世界規模でＳＤＧｓの達成の機運が高まっている中で、「誰一人取り残さない」取り

組みだと思います。障がいのある子どもたちは従来の公園だと、遊具では利用に壁

があって発達の支えとなる貴重な遊びの機会も逃
のが

してきました。伊平屋村では、他

に先
さき

駆
が

けてこのインクルーシブ公園とか、人に優しい村づくりを、子育て支援を内

外にアピールして、定住促進を図っていますので、その定住促進を強
きょう

固
こ

にしてほし

いと思います。最後に、村長の見解をお願いします。 

■議長（金城信光） 答弁、真栄田孝村長。 

■真栄田孝村長 伊禮議員の質問にお答えします。おっしゃられたとおり、まずい

ろいろな問題がありまして、やっぱり優先順位というのがあって、公園に関しても、

じゃあどこにウエートを高くもっていくかというのも各課調整しながらになります。

絵を描いている段階なんですが、その絵ができ上がり次第、この委員会を立ち上げ

て、どういうふうに障がい者に向けたてもっていったらいいのか。一般向けのほう

がいいのかというのを、限られた予算の中でできるだけ皆さんの意見がとおるよう

な良い公園を目指して造っていきたいと思っております。大丈夫ですか。 

以上です。 

■議長（金城信光） 伊禮議員。 

■3番 伊禮敬子議員 ありがとうございます。村長の考えを伺ってちょっと希望

が持てたんですけれども、子育て支援は移住・定住促進のとても効果的な柱の一つ

でもあると話されていますので、過疎の進んでいる島だからこそ、引き続きこの事

業の取り組みを頑張っていただきたいと思います。よろしくお願いします。 


